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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和1年7月4日(2019.7.4)

【公表番号】特表2018-520657(P2018-520657A)
【公表日】平成30年8月2日(2018.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2018-029
【出願番号】特願2017-561902(P2017-561902)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/13     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０７　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月24日(2019.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号８７の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、配列番号３１７の配列を含む重鎖可
変領域ＣＤＲ２および配列番号８９の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３ならびに配列番号
９０の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、配列番号９１の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ
２および配列番号９２の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、ヒトＯＸ４０と結合す
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る単離された抗体。
【請求項２】
　配列番号３１８の配列を含む重鎖可変領域および配列番号９４の配列を含む軽鎖可変領
域を含む、ヒトＯＸ４０と結合する単離された抗体。
【請求項３】
　配列番号１２４の配列を含む重鎖および配列番号１１６の配列を含む軽鎖を含む、ヒト
ＯＸ４０と結合する単離された抗体。
【請求項４】
　重鎖および軽鎖定常領域を含む、請求項１または２に記載の抗体。
【請求項５】
　重鎖定常領域が、Ｃ末端リシンを欠くか、またはＣ末端にリシン以外のアミノ酸を含む
、請求項１から４のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項６】
　抗原特異的Ｔ細胞応答を刺激する、請求項１から５のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項７】
　Ｂｉａｃｏｒｅによって測定される場合、可溶性ヒトＯＸ４０と、１ｎＭ以下のＫＤで
結合する、請求項１から６のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項８】
　ヒトＯＸ４０(配列番号２)の配列ＤＶＶＳＳＫＰＣＫＰＣＴＷＣＮＬＲ(配列番号１７
８)の全てまたは一部分と結合する、請求項１から７のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項９】
　ＩｇＧ１アイソタイプである、請求項１から８のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項１０】
　ヒト抗体である、請求項１から９のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一項に記載の抗体の重鎖および／または軽鎖可変領域をコ
ードする、核酸。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の核酸を含む、発現ベクター。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の発現ベクターで形質転換された細胞。
【請求項１４】
　請求項１から１０のいずれか一項に記載の抗体と、担体とを含む、組成物。
【請求項１５】
　１以上のさらなる治療薬をさらに含む、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　１以上のさらなる治療薬が、抗ＰＤ１抗体、抗ＰＤ－Ｌ１抗体、ＣＴＬＡ－４抗体およ
びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　癌を治療するための医薬の製造における、請求項１から１０のいずれか一項に記載の抗
体の使用。
【請求項１８】
　癌を治療するための医薬の製造における、請求項１４から１６のいずれか一項に記載の
組成物の使用。
【請求項１９】
　癌が、子宮頸癌、結腸直腸癌、膀胱癌および卵巣癌からなる群から選択される、請求項
１７または１８に記載の使用。
【請求項２０】
　ＯＸ４０と結合する単離されたモノクローナル抗体であって、
(ａ)それぞれ、配列番号１１～１３の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
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ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号１４～１６の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｂ)それぞれ、配列番号１９～２１の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号２２～２４の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｃ)それぞれ、配列番号１９～２１の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号２５～２７の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｄ)それぞれ、配列番号３１～３３の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号３４～３６の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｅ)それぞれ、配列番号３９～４１の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号４２～４４の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｆ)それぞれ、配列番号３９～４１の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号４５～４７の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｇ)それぞれ、配列番号５１～５３の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号５４～５６の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｈ)それぞれ、配列番号５９～６１の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号６２～６４の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｉ)それぞれ、配列番号６７～６９の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号７０～７２の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、
(ｊ)それぞれ、配列番号７５～７７の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号７８～８０の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３であって、適宜、配列番号７６中のＡｓｐ－Ｇｌｙ配列が、異性化
を受けていないアミノ酸配列と置換されている、配列、
(ｋ)それぞれ、配列番号７５～７７の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号８１～８３の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３、または
(ｌ)それぞれ、配列番号８７～８９の配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１、ＣＤＲ２および
ＣＤＲ３ならびにそれぞれ、配列番号９０～９２の配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２およびＣＤＲ３配列
を含む、単離されたモノクローナル抗体。
【請求項２１】
　癌を治療するための医薬の製造における抗ＰＤ－１抗体ニボルマブと組み合わせる、請
求項１から１０および２０のいずれか一項に記載の抗体の使用。
【請求項２２】
　癌を治療するための医薬の製造における抗ＣＴＬＡ－４抗体イピリムマブと組み合わせ
る、請求項１から１０および２０のいずれか一項に記載の抗体の使用。
【請求項２３】
　癌を治療するための医薬の製造における抗ＰＤ－１抗体ニボルマブおよび抗ＣＴＬＡ－
４抗体イピリムマブと組み合わせる、請求項１から１０および２０のいずれか一項に記載
の抗体の使用。
【請求項２４】
　請求項１３に記載の細胞を適した条件下で培養することおよび抗体を単離することを含
む、ヒトＯＸ４０と結合する抗体を製造する方法。
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